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Ⅰ 一般学力検査結果の概要

令和７年２月 26日（水）に実施した広島県公立高等学校入学者選抜における一般学力検

査について、その概要を取りまとめたので、今後の学習指導の参考としてください。

１ 出題について

一般学力検査問題の出題に当たっては、中学校学習指導要領に示された各教科の目標

に基づき、分野・領域のバランスに留意するとともに、基礎的・基本的な内容を中心に出

題した。また、総合問題や記述問題などを取り入れることによって、思考力、判断力、及

び表現力等をみるよう配慮した。

出題の大問数等については、次のとおりである。なお、英語においては、例年どおり実

音聴取による問題を出題した。

各教科における設問数

＊ 記述問題等には、漢字の書き取りや選択した理由を併せて記述する設問を含めている。

２ 検査結果の概要について

各教科の平均点、標準偏差及び得点分布については、次のとおりであった。

各教科（50点満点）の平均点

各教科（50点満点）の標準偏差

内容 国語 社会 数学 理科 英語

大問数 ３ ４ ６ ５ ４

設問数 23 23 20 25 22

選択問題 ３ 13 １ 14 13

記述問題等 20 10 19 11 ９

教科 国語 社会 数学 理科 英語 ５教科平均

令和７年度 21.4 24.4 19.6 26.2 21.4 22.6

令和６年度 29.5 26.9 23.7 26.1 24.1 26.1

教科 国語 社会 数学 理科 英語

令和７年度 8.3 10.5 9.5 10.4 12.5

令和６年度 8.3 10.1 11.6 10.9 11.9
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（各教科の得点分布）

５教科合計について、得点分布の状況を示すグラフの全体の形は、やや中央が高

くなった山形になっており、平均点は、単純な経年比較はできないものの、昨年度と

比べ下降した。

教科別にみると、国語については、得点分布の全体の形が中央が高くなった山形と

なっており、平均点は昨年度と比べ下降した。学習を進めていく上での基盤となる
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「漢字の読み」と「漢字の書き取り」についての正答率は、それぞれ55.8％、83.0％

と「漢字の書き取り」については高いものの、「漢字の読み」については比較的低

い。大問別にみると、説明的な文章及び古典についての大問の正答率が比較的低い。

社会については、得点分布の全体の形が台形に近い形になっており、平均点は昨年

度と比べ下降した。大問別にみると、地理的分野についての大問の正答率が比較的低

い。

数学については、得点分布の全体の形がやや中央が高くなった山形になっており、

平均点は昨年度と比べ下降した。今後学習を進めていく上での基盤となる「簡単な数

・式の計算」についての正答率の平均は 74.9％と高い。領域別にみると、関数につい

ての問題の正答率が比較的低い。

理科については、得点分布の全体の形がやや中央が高くなった山形になっており、

平均点は昨年度と比べ大きな変化はない。領域別にみると、「地球」を柱とする領域

についての問題の正答率が比較的低い。

英語については、得点分布の全体の形が左側が高くなった山形になっており、平均

点は昨年度と比べ下降した。大問別にみると、コミュニケーションを行う目的や場面、

状況に応じて、表現内容を工夫してコミュニケーションを行うことについての大問の

正答率が比較的低い。

５教科に共通した課題としては、課題解決の場面で、文章・資料等から読み取るな

どして得た情報を、既習の知識や学習内容等と関連付けて考察して、自分の考えをも

ったり判断したりし、その過程や結果を表現することが十分にできていない点が挙げ

られる。

この点を改善するためには、まず、自然・社会における事象の考察、コミュニケー

ションの場面などにおいて、目的や状況等に応じて思考・判断したり表現したりする

のにふさわしい問いや学習課題を設定して学習指導を行うことが考えられる。そして、

生徒が問いや学習課題に答えたり、取り組んだりする過程において、基礎的・基本的

な知識及び技能の習得も図りつつ、精査した情報を基に自分の考えを形成し、その過

程や結果を文章などによって表現する場面を設けることが重要である。

こうした学習指導を行う上で大切なのは、それぞれの教科の特質に応じた「見方・

考え方」を働かせることにつながるような問いや学習課題を設定することである。生

徒が学習の過程において「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けて

より深く理解したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造し

たりすることに向かうような学びにしていくことが重要である。こうした学びの過程

においては、生徒が自ら学習を調整しつつ、他者と協働して異なる考え方を組み合わ

せていくなどといった、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図

ることも大切である。
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また、高等学校においても、各教科・科目の目標や系統性を理解した上で、義務教

育段階の指導状況や生徒の発達段階、生徒の言語能力の状況を踏まえ、単元の構成や

指導の在り方を工夫・改善していく必要がある。
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Ⅱ 各教科の出題のねらい及び正答率と指導のポイント

国 語

１ 出題のねらい及び正答率

現代文（文学的な文章、説明的な文章）及び古典によって、基礎的・基本的な知識

及び技能、伝え合う力、思考力や想像力などをみる。

各問題のねらい（以下、（ ）内のパーセントは正答率を示す。）

一は、文学的な文章について、想像力などを働かせて、場面や登場人物の心情など

を的確に捉え、それを適切に表現するなどの力をみる問題である。

１ 漢字を正しく書くことができる。（ア 85.7％、イ 88.6％、ウ 74.7％）

２ 文脈に即して場面を的確に捉えることができる。（82.6％）

３ 文脈に即して登場人物の言動の意味を的確に捉えることができる。（93.0％）

４ 文脈に即して登場人物の心情を的確に捉え、それを適切に表現することができる。

（29.0％）

５ 文脈に即して登場人物の心情を的確に捉え、それを適切に表現することができる。

（10.2％）

６ 話の展開に即して登場人物の心情の変化を的確に捉え、それを適切に表現するこ

とができる。（Ⅰ 9.4％、Ⅱ 22.1％、Ⅲ 16.3％）

二は、説明的な文章について、思考力などを働かせて、文章の論理的な構成や展開

などを的確に捉え、それを適切に表現するなどの力をみる問題である。

１ 漢字を正しく読むことができる。（ア 56.7％、イ 61.1％、ウ 49.7％）

２ 接続する語句の働きについて理解している。（84.8％）

３ 指示語の内容を文脈の中で的確に捉え、それを適切に表現することができる。

（9.4％）

４ 論理の展開に即して内容を的確に捉えることができる。（4.2％）

５ 論理の展開に即して内容を的確に捉え、それを適切に表現することができる。

（9.3％）

６ 目的に応じて必要な内容を的確に捉えることができる。（42.3％）

三は、古典について、基礎的な事項の理解、文章の内容などを的確に捉え、それを
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適切に表現するなどの力をみる問題である。

１ 歴史的仮名遣いについて理解している。（89.6％）

２ 文章の展開に即して内容を的確に捉え、それを適切に表現することができる。

（Ⅰ 7.7％、Ⅱ 12.7％、Ⅲ 30.6％、Ⅳ 18.5％）

※正答率等詳細

２ 指導のポイント

上記の結果から、定着に課題がみられた三の２を取り上げて説明する。

（１）出題の意図

この問題は、文章の展開に即して内容を的確に捉え、それを適切に表現する力が

養われているかどうかをみる問題として作成した。

具体的には、登場人物である吾が師と荒木田久老神主の創作の様子とできあがっ

た作品の特徴の違いを、設定した条件を踏まえて文章でまとめさせる問題として作

成した。

（２）この問題が意図する力を育成するには

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

国語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

一 １ ア 85.7 0.0 6.5 7.9 

一 １ イ 88.6 0.0 6.1 5.3 

一 １ ウ 74.7 0.0 12.2 13.1 

一 ２ 82.6 0.0 17.2 0.2 

一 ３ 93.0 0.0 6.7 0.3 

一 ４ 29.0 23.4 43.8 3.8 

一 ５ 10.2 48.9 37.8 3.2 

一 ６ Ⅰ 9.4 52.7 32.9 5.0 

一 ６ Ⅱ 22.1 44.2 28.1 5.5 

一 ６ Ⅲ 16.3 46.6 27.1 10.0 

二 １ ア 56.7 0.0 41.8 1.5 

二 １ イ 61.1 0.0 35.4 3.5 

二 １ ウ 49.7 0.0 46.6 3.7 

二 ２ 84.8 0.0 14.8 0.3 

二 ３ 9.4 27.5 57.0 6.1 

二 ４ 4.2 0.0 93.6 2.2 

二 ５ 9.3 53.6 25.4 11.7 

二 ６ 42.3 0.0 39.4 18.3 

三 １ 89.6 0.0 6.7 3.7 

三 ２ Ⅰ 7.7 19.1 51.8 21.4 

三 ２ Ⅱ 12.7 23.1 40.3 23.9 

三 ２ Ⅲ 30.6 7.3 32.5 29.6 

三 ２ Ⅳ 18.5 11.4 38.6 31.5 

問題番号 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

正答 部分正答 誤答 無答

- 6 -



とが考えられる。

【見通し】

① インターネットなどで店や商品などのレビューを読んだ経験を想起させ、レ

ビューのイメージをもたせる。その上で、「文章を読み比べてレビューをプレ

ゼンテーションしよう」という言語活動を設定し、学習の見通しをもたせる。

【構造と内容の把握Ⅰ】

② 同一のテーマでありながら、異なる立場で書かれた説明的な文章（現代の言

葉で書かれたもの）を複数読ませ、文章の構成や論理の展開に即して内容を捉

えさせる。内容の把握につまずいている生徒には、段落ごとに内容を捉えさせ

たり、事実と意見がどのような関係にあるのかなどを捉えさせたりして情報を

整理させ、内容を把握できるようにする。

【精査・解釈Ⅰ、考えの形成Ⅰ、共有Ⅰ】

③ レビューを書くために、文章を比較する観点として考えられるもの(筆者の

考えや論の進め方など)を挙げさせ、学級全体で共有する。共有した観点に基づ

いて個人で読み比べ、共通点や相違点を見付けさせる。次に、観点に基づく共

通点と相違点をグループで話し合わせる。その後、再度比較したり、新たな観

点で比較したりして、読んだ文章のレビューをプレゼンテーションソフトを活

用して個人で書かせ、グループ内で発表させる。

【構造と内容の把握Ⅱ】

④ 同一のテーマでありながら、異なるものの見方や考え方が表れている古典の

文章を複数読ませ、文章の構成や論理の展開に即して内容を捉えさせる。内容

の把握につまずいている生徒には、適宜現代語訳や語注などを手掛かりにしな

がら、段落ごとに内容を捉えさせたり、話の展開の中で重要だと考える叙述を

捉えさせたりして情報を整理させ、内容を把握できるようにする。

【精査・解釈Ⅱ】

⑤ ③の学習活動を想起させ、レビューを書くために、古典の文章を比較する観

点として考えられるもの（内容や表現など）を挙げさせ、学級全体で共有する。

共有した観点に基づいて個人で古典の文章を読み比べ、共通点や相違点を見付

けさせる。次に、グループで観点に基づく共通点と相違点を話し合わせる。
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【考えの形成Ⅱ、共有Ⅱ】

⑥ ⑤で話し合ったことを基に、古典の文章のレビューの下書きを個人で書かせ

る。次に、各自の下書きを持ち寄り、グループでプレゼンテーションソフトを

活用して古典の文章のレビューをまとめさせる。その後、学級全体でグループ

ごとにプレゼンテーションさせ、観点に基づいたレビューになっているか吟味

させる。

【振り返り】

⑦ ①～⑥の学習の振り返りを通して、複数の文章を比較する際には、観点を明

確にして共通点や相違点を見付けることが大切であることに気付かせる。
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社 会

１ 出題のねらい及び正答率

地理的分野、歴史的分野及び公民的分野の３分野にわたって、基礎的・基本的な知

識及び技能、各種の資料を活用して考察し判断する能力及び考察した結果を表現する

能力をみる。

各問題のねらい（以下、（ ）内のパーセントは正答率を示す。）

１ 地理的分野

世界の地理に関する基礎的・基本的な知識及び技能、地図・資料を活用して考察

し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。

１ 赤道の位置について理解している。（69.3％）

２ 世界の気候について、地図と資料から読み取ったことを関連付けて考察し、判

断することができる。（56.4％）

３ 世界の宗教について、地図と資料から読み取ったことを関連付けて考察し、判

断することができる。（22.8％）

４ アメリカの産業について、地図を読み取って考察し、判断することができる。

（47.9％）

５ 建物を高床にする工夫が行われている理由について、地図と資料から読み取っ

たことを関連付けて考察し、それを表現することができる。（14.2％）

２ 歴史的分野

日本の文化を素材として、歴史的事象に関する基礎的・基本的な知識及び技能、

資料を活用して考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。

１ 奈良時代の文化について理解している。（69.3％）

２ 摂関政治について理解している。（80.9％）

３ 奉公について理解している。（36.5％）

４ 江戸時代の農業について理解している。（39.3％）

５ 自由民権運動について理解している。また、政府が新聞紙条例を出した理由に

ついて、資料を読み取って考察し、それを表現することができる。

（a 53.4％、b 19.7％）

６ 資料が書かれた時期について、略年表と資料から読み取ったことを関連付けて

考察し、判断することができる。（44.4％）
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３ 公民的分野

日本の地方自治及び経済活動に関する基礎的・基本的な知識及び技能、資料を活

用して考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。

１（１）地方公共団体について理解している。（29.1％）

（２）直接請求権について理解している。（48.9％）

（３）地方財政について、資料を読み取って考察し、判断することができる。

（68.4％）

２（１）経済活動における経済の三つの主体（家計、企業、政府）の関係について

理解している。（63.2％）

（２）資料中のＡ店が、公正取引委員会から指導を受ける可能性がある理由につ

いて、資料を読み取って考察し、それを表現することができる。（15.4％）

４ 総合

昭和と令和のそれぞれの社会の様子を素材として、地理的・歴史的・社会的事象

に関する基礎的・基本的な知識及び技能、資料を活用して考察し判断する能力及び

表現する能力をみる問題である。

１ 世界恐慌について理解している。また、景気の安定化を図るための財政政策に

ついて、資料から読み取って考察し、判断することができる。

（a 41.9％、b・c 66.9％）

２（１）太平洋戦争について理解している。（71.1％）

（２）1960 年代後半以降に日本国内産の石炭の供給量が減少した理由につい

て、資料から読み取ったことを関連付けて考察し、それを表現することがで

きる。（36.7％）

３ デジタル・ディバイドに関する状況及びスマートフォン教室の取組などによっ

て見込まれる効果について、資料から読み取ったことを関連付けて考察し、それ

を表現することができる。（Ａ 75.5％、Ｂ 23.5％）
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社会 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

１ １ 69.3 0.0 30.6 0.1

１ ２ 56.4 0.0 43.4 0.2

１ ３ 22.8 0.0 76.9 0.3

１ ４ 47.9 0.0 51.9 0.2

１ ５ 14.2 37.4 45.1 3.4

２ １ 69.3 0.0 30.6 0.1

２ ２ 80.9 0.0 18.9 0.1

２ ３ 36.5 12.5 45.2 5.7

２ ４ 39.3 0.0 60.5 0.2

２ ５ ａ 53.4 0.0 41.3 5.3

２ ５ ｂ 19.7 18.2 54.4 7.7

２ ６ 44.4 0.0 54.7 0.9

３ １ (1) 29.1 0.0 61.8 9.1

３ １ (2) 48.9 0.0 50.9 0.2

３ １ (3) 68.4 0.0 31.4 0.2

３ ２ (1) 63.2 0.0 36.5 0.3

３ ２ (2) 15.4 37.8 42.0 4.8

４ １ ａ 41.9 10.8 43.6 3.7

４ １ ｂ・ｃ 66.9 0.0 32.8 0.3

４ ２ (1) 71.1 0.0 28.6 0.3

４ ２ (2) 36.7 9.8 45.0 8.4

４ ３ Ａ 75.5 10.7 11.7 2.2

４ ３ Ｂ 23.5 8.7 62.7 5.1

問題番号 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

正答 部分正答 誤答 無答

※正答率等詳細

２ 指導のポイント

上記の結果から、定着に課題がみられた１５を取り上げて説明する。

（１）出題の意図

この問題は、世界各地の人々の生活と環境について、資料から読み取ったことを

関連付けて考察し、それを表現する力が養われているかどうかをみる問題として作

成した。

具体的には、ロシア東部に見られる建物を高床にする工夫が行われている理由に

ついて、地図と資料から読み取ったことを関連付けて、その地域でみられる人間と

自然環境との相互依存関係の視点から考察させ、説明させる問題として作成した。

（２）この問題が意図する力を育成するには

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。

【課題把握（動機付け）】

① 教師が、世界各地の人々の生活と環境（例：衣食住の特色や生活と宗教との

関わりなど）についての写真を複数提示する。生徒は、その写真を見て、その

写真から読み取ることのできる特徴についての気付きや疑問を出し合い、学習
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課題（調べてみたい世界各地の衣食住の特色や生活と宗教との関わりなどの地

域的特色）を設定する。

【課題追究（情報収集・考察）】

② 生徒は、写真から読み取ることのできる特徴について、個人で教科書やイン

ターネット等を利用して調べ、その特徴を生み出している要因（自然及び社会

的条件）を把握する。その上で、①で示された写真とは異なる地域における類

似の事例についてインターネット等を利用して調べ、収集した写真や記事等を

クラウド上で共有する。情報の収集に当たっては、情報の信頼性に留意させる。

③ 生徒は、②で各自が調べたことをグループ内で説明するとともに、各自が報

告した内容の共通点や相違点についてグループで考察し、整理する。その際に、

教師は、写真や記事等から必要な情報を読み取ることや複数の資料を関連付け

ることができていない生徒に対して、着目すべき点に気付くことができるよう

支援する。

④ 生徒は、②・③で取り組んだ、人々の生活が自然及び社会的条件から影響を

受けているという考察とは逆の視点から、人々の生活がそれぞれの場所の自然

及び社会的条件に影響を与えている事例について、個人で教科書やインターネ

ット等を利用して調べ、考察する。その上で、各自が調べた情報を全体で共有

する。

【課題解決（まとめ）】

⑤ 生徒は、自然及び社会的条件の相互の関連（人間と自然環境との相互依存関

係）について、地域的特色を構成する各事象を矢印で結び付け、結び付け方の

意味を自身で問いながらその関係を図にまとめて可視化し、地域的特色を文章

として表現する。

⑥ 各自の図と文章をクラウド上で共有し、教師は、いくつかの図と文章を取り

上げて、生徒が⑤で着目した自然及び社会的条件の相互の関連に触れながらコ

メントし、全体で情報を共有する。このとき、グローバル化や情報化といった

社会の変化を図に書き加えさせたり、50 年後や 100 年後の地域の姿を予測さ

せたりすることも考えられる。

【新たな課題（振り返り）】
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⑦ 生徒は、⑥を踏まえて、自分の図に新たな要素を書き加え、人間と自然環境

との相互依存関係を基に、地域が現在あるいは今後直面する社会的課題につい

て考察し、その解決に必要な解決策とその解決策がよいと考える理由を自分の

意見としてまとめてクラウド上で共有する。

⑤～⑦で生徒が図と文章にまとめた例（温暖な地域の人々の暮らし）

自然的条件

社会的条件

夏の強い日差し

窓の小さい

石造りの住居

室温の変動が

小さく快適

長い昼休み

（シエスタ）

グローバル化

化石燃料の

大量消費

地球温暖化

熱波被害の

深刻化

シエスタ

廃止の動き

冷房をつけ

る必要性

シエスタ

復活の必要性

冬に雨が多く、夏に乾燥

（地中海性気候）

地中海沿岸地域では夏の強い日差しに対応して、窓の小さい石造りの住

居やシエスタの文化が発達し、冷房なしでも過ごせていた。

近年では地球温暖化によって熱波の被害が深刻化し、冷房をつける必要

性が生まれている。また、グローバル化によってシエスタ廃止の動きがみ

られるが、熱波被害の深刻化により、屋外作業では再びシエスタの重要性

に注目が集まっていることが分かった。

冷房をつけることはさらなる化石燃料の大量消費にもつながるため、伝

統的なシエスタを大切にすることは、地球環境を守ることにもつながるの

ではないかと考えた。今後は、シエスタのメリットとデメリットについ

て、健康や経済などの面からさらに調べてみたい。

影響を及ぼすと考える結び付き

変化
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数 学

１ 出題のねらい及び正答率

数と式、図形、関数及びデータの活用の各領域において、基礎的・基本的な知識及

び技能、数学的な思考力、判断力、表現力をみる。

各問題のねらい（以下、（ ）内のパーセントは正答率を示す。）

１ 数と式や図形、関数、統計について、基礎的・基本的な知識及び技能をみる問題

である。

（１）正の数と負の数の四則計算をすることができる。（90.2％）

（２）文字を用いた式の四則計算をすることができる。（86.7％）

（３）平方根を含む式の計算をすることができる。（80.2％）

（４）二次方程式を解くことができる。（42.4％）

（５）与えられた条件を満たす値を求めることができる。（72.9％）

（６）反比例を表す関数の性質を理解している。（16.1％）

（７）与えられた条件を満たす柱体の体積を求めることができる。（68.7％）

（８）データの四分位範囲を求めることができる。（53.6％）

２ 数と式や図形、統計について、数学的な思考力、判断力をみる問題である。

（１）与えられた条件に基づいて式を考察し、条件を満たす値を求めることができる。

（5.9％）

（２）与えられた条件に基づいて図形を考察し、三角形の周の長さを求めることがで

きる。（16.6％）

（３）与えられた度数分布表を基に累積相対度数を求め、出場する選手を判断するこ

とができる。（45.7％）

３ 数と式について、数学的な思考力、表現力をみる問題である。

具体的な場面で、方程式を用いて与えられた条件を満たす値を求めることができ

る。（6.3％）
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４ 関数や図形について、基礎的・基本的な知識及び技能、数学的な思考力をみる問

題である。

（１）与えられた条件を満たす点の座標を求めることができる。（57.2％）

（２）与えられた条件に基づいて図形を考察し、点のｘ座標を求めることができる。

（2.1％）

５ 図形について、数学的な思考力、表現力をみる問題である。

（１）与えられた条件に基づいて図形を考察し、二つの図形が合同であることを証明

することができる。（ア 89.9％、イ 89.6％、ウ 61.4％）

（２）事柄が成り立つ理由を、図形の性質を利用して説明することができる。（1.9％）

６ 確率について、数学的な思考力をみる問題である。

（１）操作Ｐについて、与えられた条件を満たす確率を求めることができる。

（40.2％）

（２）操作Ｑについて、与えられた条件を満たす確率を求めることができる。

（25.7％）

※正答率等詳細

数学 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

1 (1) 90.2 0.0 9.3 0.5

1 (2) 86.7 0.0 11.7 1.6

1 (3) 80.2 0.0 14.8 5.0

1 (4) 42.4 3.9 45.7 8.0

1 (5) 72.9 0.0 23.0 4.1

1 (6) 16.1 0.0 82.9 1.0

1 (7) 68.7 0.0 27.8 3.5

1 (8) 53.6 0.0 43.5 2.8

２ (1) 5.9 0.0 63.8 30.3

２ (2) 16.6 0.0 62.7 20.7

２ (3) 45.7 0.0 53.2 1.2

３ 6.3 32.6 34.7 26.4

４ (1) 57.2 0.0 29.4 13.5

４ (2) 2.1 0.0 59.2 38.8

５ (1) ア 89.9 0.0 7.2 2.8

５ (1) イ 89.6 0.0 7.7 2.7

５ (1) ウ 61.4 0.0 33.3 5.4

５ (2) 1.9 3.9 35.7 58.5

６ (1) 40.2 0.0 52.4 7.4

６ (2) 25.7 0.0 59.8 14.5

問題番号 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

正答 部分正答 誤答 無答
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２ 指導のポイント

上記の結果から、定着に課題がみられた５（２）を取り上げて説明する。

（１）出題の意図

この問題は、図形に関する事柄が成り立つことを、図形の構成要素やそれらの関

係に着目して論理的に考察し、事柄が成り立つ理由を的確に表現する力が養われて

いるかどうかをみる問題として作成した。

具体的には、コンピュータを利用して、図形について成り立ちそうな事柄を予想

した場面を設定し、その予想した事柄が成り立つ理由を、図形の性質を利用して、

的確に説明することができるかどうかを問う問題として作成した。

（２）この問題が意図する力を育成するには

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。

【課題を見いだす】

① 教師は、コンピュータを用いて次の図形を生徒に配信して、図形の説明を行

い、発問する。

［説明］

線分ＡＢ上を動く点Ｃがあり、ＡＣ、ＣＢをそれぞれ１辺とする正三角

形ＤＡＣ、ＥＣＢを、線分ＡＢについて同じ側につくります。点Ａと点Ｅ、

点Ｂと点Ｄ、点Ｄと点Ｅをそれぞれ結びます。ＡＥとＢＤの交点をＦ、Ａ

ＥとＣＤの交点をＧ、ＢＤとＣＥの交点をＨとします。

［発問］

点Ｃが線分ＡＢ上のどの位置にあっても、つねに成り立ちそうなことは

何ですか。コンピュータを使って図を観察しましょう。
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[観察した図の例]

[予想される生徒の回答]

・ＡＥ＝ＢＤ

・∠ＦＧＣ＋∠ＦＨＣ＝180°

・△ＤＣＥの面積と△ＤＣＢの面積は等しい。

・４点Ａ、Ｃ、Ｆ、Ｄは１つの円周上にある。
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【課題を自立的、協働的に解決する】【数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う】

② ①で考えたことについて、学級で共有する。共有後、自身や他者が挙げたこ

とのうち、確かめてみたいことを決め、成り立ちそうだといえる理由を個人で

考えさせる。その後、グループを作り、各自が考察したことをグループで共有

させる。理由が分からない場合は、グループで考え解決を図らせる。行き詰ま

っているようであれば、解決の見通しをもたせるために、次のような支援をす

ることが考えられる。

例えば、ＡＥ＝ＢＤであることの理由は分かっているが、 ∠ＦＧＣ＋∠ＦＨＣ＝180°

であることの理由は分かっていない状況であれば、教師は生徒と次のような対

話を行うことが考えられる。

③ 自身やグループで分かったことや考えたことなどを整理させ、自身や他者が

挙げたことの証明について個人で取り組ませる。その後、グループで、証明を

伝え合う活動を行わせる。その際、他者の証明が、論理的であるかどうかや数

学的な表現として適切であるかどうかについて意見交換を行わせる。また、疑

問点や気付きが発生すれば、積極的にグループで議論するよう促す。

【課題の解決の過程を振り返って改善を行う】

④ ②・③の活動から得たことも踏まえ、取り組んだ証明を見直し、簡潔・明瞭

・的確な証明になるよう改善させたり、他の証明を考えさせたりする。その後、

本時の学習を振り返り、課題に関して、分かったこと・考えたこと・もっと調

べてみたいことなどを記述させる。

生徒：コンピュータで、線分ＡＢ上で点Ｃを動かしていけば、∠ＦＧＣの大

きさと∠ＦＨＣの大きさはそれぞれ変化していますが、それらの角の

大きさの和はつねに180°になっています。なぜ、角の大きさの和は

つねに180°になるのでしょうか？

教師：∠ＦＧＣの大きさと∠ＦＨＣの大きさに着目していますが、それらの

角は、他の角とどのような関係があるのでしょうか？

生徒：△ＧＡＣの内角と外角の関係から、∠ＦＧＣ＝∠ＥＡＣ＋60°です。

また、△ＨＣＢの内角と外角の関係から、∠ＦＨＣ＝∠ＤＢＣ＋60°

です。

教師：そのことから、∠ＦＧＣ＋∠ＦＨＣ＝180°になるためには、どのよ

うなことがいえればよいでしょうか？

生徒：∠ＥＡＣ＋∠ＤＢＣ＝60°がいえればよいです。
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理 科

１ 出題のねらい及び正答率

第１分野及び第２分野ともに、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、

判断力、表現力をみる。

各問題のねらい（以下、（ ）内のパーセントは正答率を示す。）

１ 第１分野及び第２分野について、基礎的・基本的な知識及び技能をみる問題であ

る。

１ 図を基に、電力を求めることができる。（61.0％）

２ 音の大小と振幅の関連、音の高低と振動数の関連について理解している。

（60.3％）

３ 分子について理解している。（55.8％）

４ 燃料電池について理解している。（40.2％）

５ 節足動物について理解している。（93.3％）

６ 細胞分裂の進行する順序について理解している。（83.9％）

７ 銀河系について理解している。（52.0％）

８ 与えられた条件を基に、Ｓ波が到達するまでの時間を求めることができる。

（47.2％）

２ 気象とその変化を素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、

判断力、表現力をみる問題である。

１（１）日本の天気の特徴について理解している。（37.1％）

（２）天気図を基に、等圧線の間隔と風の強さとの関係について考察し、それを

表現することができる。（12.0％）

２ 与えられた条件を基に、空気の質量を求めることができる。（28.1％）

３ 夏から秋にかけて日本列島に接近する台風の進路の傾向について理解してい

る。（58.5％）
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３ 動物の体のつくりと働きを素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的

な思考力、判断力、表現力をみる問題である。

１ 感覚器官について理解している。（75.2％）

２ 反応の仕組みについて理解している。（83.3％）

３ 反射について理解している。（82.3％）

４ ヒトの腕の、骨の構造と、筋肉のつき方について、図に基づいて表現すること

ができる。また、筋肉の動きについて理解している。（a 4.0％、b 74.4％）

４ 身の回りの物質を素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、

判断力、表現力をみる問題である。

１ 状態変化における体積と質量の変化について、粒子のモデルを基に考察するこ

とができる。（82.2％）

２（１）実験の結果を基に、エタノールの割合が最も大きい液体について考察する

ことができる。（79.1％）

（２）蒸留について理解している。（29.2％）

３ 溶解度曲線を基に、結晶として取り出せる物質の質量を求めることができる。

（31.3％）

５ 力の働きと運動の規則性を素材として、科学的な思考力、判断力、表現力をみる

問題である。

１（１）斜面上を下る小球の速さが増加する割合の変化について、実験の条件と関

連付けて考察することができる。（a 30.8％、b 74.9％）

（２）実験の方法や結果を基に、小球から手をはなした高さと、斜面上を下る小

球の速さが増加する割合との関係について考察し、それを表現することがで

きる。（41.5％）

２ 与えられた条件を基に、斜面上を上る小球の速さの変化について考察すること

ができる。（37.2％）
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※正答率等詳細

２ 指導のポイント

上記の結果から、定着に課題がみられた５１を取り上げて説明する。

（１）出題の意図

この問題は、実験の方法や結果を基に、斜面上を下る物体の速さを変化させる条

件について考察する力が養われているかどうかをみる問題として作成した。

具体的には、斜面上を下る小球の質量や水平面からの高さ、斜面の傾きを変え

たときの、小球の平均の速さと時間との関係を基に、斜面上を下る物体の速さを

変化させる条件について考察させる問題として作成した。

（２）この問題が意図する力を育成するには

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。

【課題の把握】

① ペダルをこがずに自転車で坂を下るときの場面を想起させ、自転車に乗って

いる人や坂の勾配などによって坂を下る自転車の速さの変わり方に違いがある

かどうかを考えさせる。続いて、「斜面上を下る物体の速さの変わり方は、何と

理科 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

１ １ 61.0 0.0 37.2 1.8

１ ２ 60.3 0.0 39.3 0.5

１ ３ 55.8 0.0 37.9 6.3

１ ４ 40.2 0.0 55.5 4.3

１ ５ 93.3 0.0 6.2 0.5

１ ６ 83.9 0.0 16.0 0.1

１ ７ 52.0 0.0 44.9 3.1

１ ８ 47.2 0.0 52.6 0.2

２ １ (1) 37.1 0.0 62.6 0.3

２ １ (2) 12.0 20.9 65.8 1.3

２ ２ 28.1 0.0 71.4 0.5

２ ３ 58.5 0.0 41.2 0.3

３ １ 75.2 0.0 20.5 4.3

３ ２ 83.3 0.0 16.5 0.3

３ ３ 82.3 0.0 14.0 3.7

３ ４ ａ 4.0 3.8 86.8 5.4

３ ４ ｂ 74.4 0.0 25.3 0.3

４ １ 82.2 0.0 17.5 0.3

４ ２ (1) 79.1 0.0 20.4 0.5

４ ２ (2) 29.2 4.7 58.5 7.7

４ ３ 31.3 0.0 67.6 1.0

５ １ (1) ａ 30.8 0.0 68.8 0.4

５ １ (1) ｂ 74.9 0.0 24.3 0.7

５ １ (2) 41.5 1.1 50.2 7.1

５ ２ 37.2 0.0 62.1 0.7

問題番号 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

正答 部分正答 誤答 無答
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どのような関係があるだろうか。」と問いかけ、そのことを調べるための方法を

考えさせる。

【課題の探究】

② ①の問いについて、個人で仮説を設定させた後、同じような仮説を設定した

生徒どうしでグループをつくり、グループでの仮説を各個人の仮説を踏まえて

設定させる。グループで設定した仮説を確かめるため、その仮説に関わる条件

について、変える条件と変えない条件を表に整理して考えさせながら、必要な

実験の道具や方法など、実験の計画を具体的に考えさせる。実験の道具は、斜

面用の板、斜面をつくる台、力学台車などをそれぞれ複数準備し、計画の段階

で、生徒が自由に組み合わせて考えられるようにしておく。

③ ②の後、各グループで考えた実験の計画について、仮説に対して適切である

かどうか、他のグループと意見交換させる。交換した意見を踏まえて、適宜各

グループで仮説や実験の計画を修正させる。

④ ③で計画した実験の安全性を教師が確認した後、各グループに実験を行わせ

る。教師は、各グループに、実験の結果を分析させ、仮説の妥当性を検討させ

るなど探究の過程を振り返らせる指導を行う。その際に、必要に応じて、仮説

や実験の計画を再び考えさせ、実験をやり直させる。

【課題の解決】

⑤ 各グループで、自身のグループの実験の結果から導き出される①の問いに対

する答えを考えさせ、②から④の仮説や実験の計画、実験の結果なども含めて、

レポートにまとめさせる。作成したレポートは、クラウド上などでクラス全体

に共有する。

⑥ 自身のグループや、共有した各グループのレポートの内容を基に、①の問い

に対する答えを個人で考えさせ、その内容をワークシートに記述させる。記述

の例としては、「斜面の傾きが大きいほど、斜面上を下る物体の速さの増加する

割合は大きくなる。」、「小球の質量は、小球の速さが増加する割合に関係しな

い。」などが考えられる。最後に、ここまでの学習を振り返らせ、次の探究につ

なげる。
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英 語

１ 出題のねらい及び正答率

英語で簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケ

ーションを図るために必要な知識及び技能、思考力、判断力、表現力を総合的にみる。

各問題のねらい（以下、（ ）内のパーセントは正答率を示す。）

１ 英語による放送を聞き、その内容を理解する能力及び自分の考えを表現する能力

をみる問題である。

Ａ 対話の概要や要点を理解し、質問に対する応答として最も適切な英文や図を選

ぶことができる。（No.1 53.9％、No.2 69.4％、No.3 79.5％）

Ｂ 対話の概要や要点を理解し、対話を続けるための質問を英文で書くことができ

る。（12.2％）

Ｃ 英文の概要や要点を理解し、質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わる

ように英文を書くことができる。（13.1％）

２ 会話文を読み、その内容について総合的に理解する能力をみる問題である。

１ 英語の特徴やきまりを踏まえて、適切な表現を選ぶことができる。（38.6％）

２ 会話文の流れに合った適切な表現を選ぶことができる。（70.6％）

３ 会話文の内容を的確に捉えることができる。（53.8％）

４ 会話文の流れに合った適切な英文を選ぶことができる。（59.4％）

５ 会話文の概要や要点を理解し、適切な表現を選ぶことができる。

（a 42.8％、b 30.6％、c 32.5％、d 52.2％）

３ 長い文章を読み、その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題であ

る。

１ 文章の内容について、英語による質問に英語で適切に応答することができる。

（（１） 56.6％、（２） 16.7％）

２ 適切な英語の表現になるように、与えられた語を並べかえることができる。

（43.3％）

３ 文章の展開を的確に捉え、英文の入るべき位置を選ぶことができる。（45.7％）

４ 文章の流れに合った適切な語を考えて書くことができる。（17.5％）

５ 文章の内容に合った適切な英文を選ぶことができる。（41.3％）
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６（１）文章の概要や要点を理解し、感想文の流れに合った内容を本文から抜き出

すことができる。（26.2％）

（２）英語の特徴やきまりを踏まえて、文脈に合った適切な表現を考えて書くこ

とができる。（22.1％）

４ コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて、表現内容を工夫してコミ

ュニケーションを行う能力をみる問題である。

日常的な話題について、自分の考えを整理し、まとまりのある英文を書くこと

ができる。（6.1％）

※正答率等詳細

２ 指導のポイント

上記の結果から、定着に課題がみられた３６（１）を取り上げて説明する。

（１）出題の意図

この問題は、英語で書かれた本文を読み、概要や要点を理解し、文章の流れに沿

って内容を捉えて表現する力が養われているかをみる問題である。

具体的には、海外に短期留学した高校生が体験したことについて書いた英語の記

英語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

１ Ａ №1 53.9 0.0 46.1 0.1

１ Ａ №2 69.4 0.0 30.5 0.1

１ Ａ №3 79.5 0.0 20.5 0.1

１ Ｂ 12.2 16.5 56.5 14.8

１ Ｃ 13.1 37.5 30.4 19.0

２ １ 38.6 0.0 61.4 0.1

２ ２ 70.6 0.0 29.3 0.1

２ ３ 53.8 0.0 46.1 0.1

２ ４ 59.4 0.0 40.4 0.1

２ ５ a 42.8 0.0 56.6 0.6

２ ５ b 30.6 0.0 68.9 0.5

２ ５ c 32.5 0.0 67.0 0.5

２ ５ d 52.2 0.0 47.4 0.5

３ １ (1) 56.6 11.0 21.8 10.6

３ １ (2) 16.7 17.5 41.3 24.6

３ ２ 43.3 0.0 53.9 2.7

３ ３ 45.7 0.0 53.4 0.9

３ ４ 17.5 0.8 70.5 11.2

３ ５ 41.3 0.0 55.6 3.1

３ ６ (1) 26.2 0.0 43.4 30.4

３ ６ (2) 22.1 0.0 56.3 21.6

４ 6.1 69.3 15.9 8.7

問題番号 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

正答 部分正答 誤答 無答
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事を踏まえて、その記事に対する感想文中の空欄に当てはまる適切な表現を本文か

ら抜き出す問題として作成した。

（２）この問題が意図する力を育成するには

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなことが

考えられる。

【コミュニケーションの目的や場面、状況等の理解】

① 「意見文を読んで概要や要点を捉える」という単元において、「外国の人にその

人の意見に対する自分の意見を知ってもらうために、意見文を読んで概要や要点

を捉えるとともに、その内容を基に自分の意見を書くことができる」という単元

の目標を設定し、生徒と共有する。話題として、海外と日本の学校生活の相違点な

ど、生徒にとって身近な話題を取り上げる。また単元の終末に、姉妹校からの留学

生が書いた意見文を読み、それに対する自分の意見を書くという言語活動を行う

ことを告げる。

【目的に応じた発信までの方向性の決定・言語活動の見通し】

② 単元の終末の言語活動に向け、意見文を読んで概要や要点を捉えるために留意

するポイントを考えさせる。まず生徒にモデルとなる英文を読ませ、留意するポ

イントを個人で考えさせて、その後、学級全体で共有する。留意するポイントとし

ては、例えば、

・各段落内のはじめの数文に着目して各段落の主題を捉えること

・繰り返し用いられている語句に着目してキーワードを見付けること

・賛否や主張、結論など自分の意見を伝えるのに使われる語句に着目して最も伝

えたいことを捉えること

などがあることを理解させる。

【目的実現のための言語活動】

③ ＡＬＴが書いた、海外と日本の学校生活に関する意見文を読み、概要や要点を

捉える活動を行う。その際、②で理解した概要や要点を捉えるために留意するポ

イントを意識させる。読んだ後に各自で数文の要約を書かせ、グループの中で概

要や要点が捉えられているか、本文中の根拠となる表現や文を示しながら確認さ

せる。その後、全体で概要や要点を確認する。

④ ③で読んだ意見文に対する自分の意見を書く言語活動を行う。書く際に、②で
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着目した、自分の意見を伝えるのに用いられていた語句を自分でも使ってみるよ

う促す。書いた意見文をペアで共有させ、③で捉えた概要や要点に基づいた意見

になっているか、また自分の意見を伝えるのに適した表現が用いられているかを

評価させる。

【単元終末の言語活動】【まとめと振り返り】

⑤ 単元の終末に、姉妹校からの留学生が書いた海外と日本の学校生活についての

意見文を読み、捉えた概要や要点を基に自分の意見を書く言語活動を行う。生徒

はペアで互いが書いた意見文を読み、筆者の意見を基に自分の意見が書けている

かという観点と、自分の意見を伝えるのに適した表現が用いられているかという

観点から相互評価をする。また、教師が生徒の書いた意見文の中でよかったもの

をいくつか紹介する。その後、各自で自分の意見文の推敲をさせる。
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